
広島平和都市記念碑（原爆死没 者慰霊碑） 

 

平和公園に建つ碑の中で、最も中心に建つ碑です。正式名称は、「広島平和都市記念碑」で

すが、多くは「原爆死没者慰霊碑」と呼んでします。 

この碑については、様々紹介されていますので、どうしても知っておいてほしいことを紹介しま

す。 

一つは碑の名前の由来です。世界で最初の原爆投下を受け、壊滅的な被害を受けた広島市

の復興を国を挙げて進めるために１９４９年５月に「広島平和都市建設祈念法」が国会で可決

し、その年の７月７日に憲法第９５条に基づいて、市民投票が実施され、過半巣の賛成を得て、

８月６日に公布、施行されました。その後平和公園の整備が進む中で、この碑が１９５２年８月６

日に建立されました。 

戦後多くの年で、復興のための特別法が制定されますが「平和都市」とついているのは広島市

だけです。ちなみに同じ被爆都市長崎市は「長崎国際文化都市」となっています。 

埴輪の形は、死者を雨露から守る意味で、中の石棺には死没者の名簿が収められていますが、

昨年の８月６日の奉納時には、31 万 9,186 名の名前が記載されています。毎年、８月６日に前年

１年間に亡くなった被爆者の方々の名前が新たに加えられます。 

碑文は、有名な「安らかにお眠りください。過ちは繰り返しませぬから」と刻まれていますが、主語を

巡って様々な論争がありましたが、現在は「この碑の前に建つすべての人々が、犠牲者を追悼し、

核兵器廃絶を誓う」ということで合意されています。 

一応碑の説明は終わり、これからは原水禁運動とのかかわりです。原水禁運動にとって「核実験禁

止・抗議」は運動の中心です。広島では、１９７３年７月２０日、フランスの核実験に抗議して以来、

核実験の報道があるたびに、この慰霊碑前に座り込みの抗議行動を行ってきました。私にとっては、

この核実験抗議の座り込みに参加したことが、運動を続ける大きな力となりました。 

 



 

 

当時の座込みの様子を写した写真です。時には、ちょうど原水禁世界大会が開催参加している海

外代表が一緒に座込んだこともあります。今も続いています。 

 

写真を見ていただければわかりますが、私たちは慰霊碑に背を向けて座込みます。それは、今は

もの言えぬ被爆者とともに抗議するという思いからです。ですから、座り込みは基本的に無言で行

います。 

 



原爆慰霊碑の真後ろに、平和の灯が見えます。広島県では、１９８２年以来、青年・女性が中心とな

って全県内を走り継ぐ「反核平和の火リレー」を行っていますが、この平和の灯から採火した火をト

ーチに移して全県内をリレーしています。 

 

この平和の灯は、核兵器が廃絶されたら、消えることになっています。 

 

  



広島市立高女原爆慰霊碑（広島市立高等女学校：市女） 

 

この碑は、１９４８年（昭和２３年）に、学校の敷地内に建てられました。当時は、 

占領下で慰霊碑の建立が許されなかったことと、学校内に宗教的なものは立てられない

ということで、「平和塔」の名で建立されました。 

被災地近くの現在地に移設されたのは、１９５７年（昭和３２年）。 

現在の平和記念資料館～平和大通り一帯（爆心地から約500ｍ。当時は材木町～木挽町）

の防火対策性のための建物疎開作業に来ていた１、２年生５４１人、職員１０人は、全

員が亡くなりました。 

 

この学校では、他の動員先を含め、676 人が被爆死し、市内の学校では最も多くの犠牲

者を出しています。 

 

当時の犠牲の様子を描いた市民の絵です。子どもを探しに来られた森本トキ子さんが描

かれた絵です。 



 

中央でＥ＝ＭＣ2と刻んだ箱を抱え、天使の翼をもつ制服・モンペ姿の少女は犠牲とな

ったことを表し、両側から友のささげる花輪（慰霊）とハト（平和）に守られています。

碑の製作者が、湯川秀樹さんを訪ねて、この記号を考えられてといわれています。当時

は、占領下で「原爆」という言葉がつかえなかったため、アインシュタインの相対性理

論からとったエネルギーの公式です。 

被爆４０周年の１９８５年に「犠牲になった方々の命の証を数字のみでなく、形あるも

のとして残したい」ということで、銘板が作られました。この銘板を通して、一人ひと

りの尊い命が奪われたことを感じてほしいと思います。 

公園内には、この付近で同じように学徒動員で建物疎開作業に従事し亡くなった広島県

立第二中学校、広島市立商業・造船工業学校の追悼碑があります。 

時間の都合で全ては回れませんので、ここで建物疎開に従事し焦られた学徒動員のこと

を紹介します。 

当時、広島市内では、空襲による延焼を防ぐための建物疎開作業が行われていたが、学

徒動員で作業に従事していたのは、６カ所、８０００人余りでした。そのうち、約６０

００人が犠牲になったといわれています。そのほとんどは、中１，２年生ですから、１

２，３歳である。原爆犠牲者の中でも、この年齢が一番犠牲者が多かったといわれてい

ます。 

  



義勇隊の碑 

 

学徒動員について、すでにお話をしましたが、１９４５になった「国民義勇隊」を組織することが、閣

議で決まり、全国で、６５歳までの男性と４５歳までの女子が、地域義勇隊、職域義勇隊が組織され、

戦争への協力が強制されました。 

この碑は、爆心地から北に１０キロの位置にある現在の広島市安佐南区川内地区から、この付近の

建物疎開に動員され、犠牲となった人たちを追悼するために建てられた碑です。当時市内には、３

３あった義勇隊のうち２９、１万人が建物疎開に動員されていました。 

川内村義勇隊は、当日５００人が建物疎開に参加することになっていましたが、その内の約２００人

が先発隊として到着し現場で作業に着手した時に、被爆しほとんどが亡くなり、自宅まで帰って亡く

なった人は、７人でした。爆心地からの距離は、約６００ｍです。約２００人の多くは、川内村の温井

地区の住民で、１８０人が犠牲になっています。一家の中心の働き手を失い、残されたお年寄り、

子ども、女性は厳しい生活を強いられました。後発隊の人びとも途中で被爆し、後に原

爆症で苦しむ人々が多くいました。 

この碑は、遺族によって１９６４年に建立されました。右手の説明版には、痛恨の思い

が刻まれています。 

 

  



韓国人原爆犠牲者慰霊碑 

 

この碑が完成したのは、１９７０年。当時公園内への新たに碑の設置は認められないと

いう広島市の方針により、現在地から西へ約１００メートル、本川橋を渡った対岸に建

立された。 

ところが、８０年代に入り「公園の外にあるのは民族差別の象徴」という声が出始め、

碑を管理する在日本大韓民国民団（民団）広島県地方本部や市民、修学旅行生らの強い

要望もあり、１９９９年、公園の外から現在地に移設された。 

碑は韓国産の石を使い、母国で制作した。高さ４・５メートル。亀が頭をもたげた礎石

の上に碑柱が立ち、その上に二つの竜を刻んだ冠が載っている。亀は、朝鮮半島に向か

っている。韓国語で書かれた碑文には、日本の植民地支配がもたらした惨劇への悲痛な

思い、平和への誓いと鎮魂の言葉が刻まれている。 

広島には１９２０年代から植民地下の朝鮮半島から多くの人たちが移り住んだり、大戦

中は徴用、徴兵されたりした。１９４４年の内務省の報告によれば、広島県には８万を

超える朝鮮人がいたなっているが、被爆時には、何人の朝鮮人がいたのかは明らかにな

っていない。１９７９年に広島・長崎市が刊行した「広島長崎の原爆災害」では、広島

では、２万５千人から２万８千人が被爆し、５千人から８千人が死亡したと推測してい

る。一方で韓国原爆被害者協会は、１９７２年に広島で５万人が被爆し、うち３万人が

死亡したと推計している。原爆資料館は、「確固とした根拠に基づく数字といえない」

として、具体的な推計値を示していない。 

いずれにしても、具体的な調査が行われていないことや当時強いられた創氏改名などに

よって、被爆の実相を解明することは困難になっている。 

これまでに判明した２６６３人の死没者名簿が納めてある。８月５日には碑前で慰霊祭

が営まれる。 

 

  



原爆供養塔 

 

復興が進み始めた１９４６年、廃虚の整地が始まると、ここかしこから遺骨が出てき

た。５月に広島戦災供養会が作られ、現在の場所に「戦災死没者諸霊供養塔」が立てら

れ、さらに市民の寄付によって７月には納骨堂を備えた礼拝堂が立てられ、被爆から１

年目となる８月６日に市が保管していた遺骨や市内各地に仮埋葬されていた遺骨が集

めて納められ、仏教・神道・キリスト教などの各宗派合同の慰霊祭が行われた。この場

所は、被爆後多くの死体が焼却された場所である。この各宗派合同の慰霊さは、その後

も毎年８月６日の午前６時１５分から行われている。原爆被害の悲惨さと核兵器廃絶に

は宗派、思想・信条を超えて行動することの大切さを教えている。 

その後老朽化がすすみ１９５５年に、現在のような「直径１６メートル、高さ３．５

メートル」の盛り土の丸い塚が作られ、盛り土の地下には納骨堂があり、身元が確認で

きない約７万体と、名前は分かりながら引き取り手が見つからない８１４体（２０２０

年６月現在）の遺骨が収められている。１９５５年当時、遺族がわからず氏名の判明し

ている遺骨２，４３４柱であった。 

 

名前の分かっている遺骨８１４体の引き取り手を探すため、毎年７月に広島市は、全部

の名前を記載したポスターを作成し、全国の自治体に送付している。しかしこの１０年間

で引き取り手が判明し、遺族にわたって遺骨は、２例のみとなっている。ただ、今年中国

新聞の報道が機会になり、１体の遺骨が返還されるところまで来ている。実現すれば、２

０１７年以来ということになる。 

原爆供養塔は、まさにヒロシマの「墓地」といえますが、最近はここを知る人もだんだ

ん少なくなっている。 



原爆ドーム 

 

世界遺産原爆ドームについては、沢山の資料もあり、多くの人が良く知っているので、

ここでは、どうしても忘れてはならないことを紹介したい。 

原爆ドームは、今も原爆の威力を伝えるものとして、国内だけでなく世界中から多くの

人たちが訪れている。 

しかし、この原爆ドームも存続の危機が何度もあったが、多くの市民の力で今に残すこ

とができていることを知ってほしい。 

最初の危機は、存続問題である。「あの崩れかけた姿を見るたびにあの日を思い出すの

で壊してほしい」という声が上がる中で、保存運動のきっかけとなったのが、被爆し白

血病で１６歳で亡くなった高校生楮山ヒロ子さんが１９６０年８月６日の日記に書い

ていた「あのいたましい産業奨励館だけがいまでもおそるげん爆を訴えてくれるだろう

か」という記述である。この日記がきっかけとなって「広島折鶴の会」による照明や募

金活動など原爆ドームの保存運動がスタートすることになる。その後全国的な募金運動

が開始され、第１回目の保存工事の費用はすべてこの募金で賄われました。続く１９８

９年に行われた第２回目の保存工事費用も全国からの募金で賄われました。 

そして市民の力がさらに発揮されたのが、１９９６年１２月７日にポーランドのアウシ

ュヴィッツに次ぐ負の世界遺産として登録されたことである。当時、文化財指定基準を

満たしていないため、登録は難しいとしていた日本政府を動かしたのは、１６５万の市

民の署名の力である。 

原爆ドームが保存され、世界遺産に登録されることになったのは、市民の様々な運動が

あったこと、市民が守ってきた歴史を忘れてはならなし。 

 

  



西向寺 

 

西向寺は、原爆投下時もこの場所にあった。 

ここのお墓には、原爆によって亡くなった人たちのお墓が多くある。よく見ると、慕銘碑

の命日に昭和２０年８月６日が多くあることに気付く。そして一家で何人もの命が失われ

てことも。その中に「原爆死」と書かれた墓もある。他のお墓で、死因が書かれたものを

目にすることはほとんどないと思う。原爆によって命を奪われたかということが、どれだ

け強く残っているかが分かる。この墓銘を見ることによって、一人ひとりの尊い命が犠牲

になったことを実感してほしい。 

またこの墓地には、古い墓石の中に、亀裂が入ったものが多くある。原爆によって折れた

ものと思われる。原爆の威力示してくれている。 

被爆した墓は頭頂部のみが原爆の熱線で焼け、ザラザラしている。花崗岩で出来ている

墓石の表面の石英が、熱変成により膨張し、他の造岩鉱物の膨張率との間に差が生じて

はじけ飛んだ物と考えられている。これは、石は根減少と呼ばれており、ほぼ原爆直下

で起きた熱戦のすごさを実感することができる。 

 


